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学 位 論 文 要 旨 

本研究は，家庭科教師の個人的生活経験がどのようにカリキュラム・デザインへと反映されて

いるのかを明らかにすることを目的とし，歴史的方法，量的方法，そして質的方法を用いて検討

をおこなったものである。 
序章では先行研究を検討し，近年の教師研究においては「個人としての教師」への注目がある

ものの，家庭科教師教育研究においては個人的生活経験に関する知見の蓄積が必ずしも十分でな

い現状を明らかにした。そのうえで「カリキュラム・デザイン」「カリキュラム観」「個人的生

活経験」などの概念を定義し，本研究の目的を設定するとともに，歴史的方法，量的方法，そし

て質的方法を組み合わせるという研究全体の方法と構成を示した。 
第 1 章では，家庭科の黎明期である 1960 年代における日教組の家庭科教師らの間でおこなわ

れた「中央試案」をめぐる論争を家庭科のカリキュラム構成に関する本質的な議論がおこなわれ

た先駆的な場として位置づけ，教師らの主張に個人的生活経験がどのように作用したのかを分析

した。結果として，日教組が「中央試案」を撤回するという方針転換に至った契機のひとつに高

知県の家庭科教師らの主張があり，その背景には労働と家庭生活の両立における困難をもとに家

庭科の目標を導き出そうとした家庭科教師らの姿があることが明らかになり，教師の個人的生活

経験に由来する社会に対する問題意識から，教師がカリキュラムの構成原理に関する信念を形成

した事例といえることが示された。 
第 2 章は第 3 章とともに混合研究アプローチの一部をなしている。第 2 章では，高等学校家庭

科教師を対象に実施した質問紙調査をもとにカリキュラム・デザインにどのような知識・経験が

活用されているのか，個々の教師が重視する知識・経験の傾向とカリキュラム観の一部であるカ

リキュラム志向性にはどのような関連があるのかを分析した。その結果，知識・経験の構造は

「I 生徒との関係・日常生活における経験」「II 教科書・教材から得た知識」「III 家族に関す

る経験」「IV 教育実践に関する専門的知識・経験」の 4 因子からなっており，家庭科教師がカ

リキュラム・デザインに用いる知識・経験として職業上の経験といえる第 II・IV 因子だけでな

く，個人的生活経験との関係の深い第 I・III 因子に属する項目にも肯定的な回答が多数を占めて



おり，カリキュラム・デザインには職業上の経験だけでなく個人的生活経験も援用されているこ

とが明らかとなった。また，カリキュラム・デザインに用いる知識・経験のバランスをもとに教

師集団を類型化したところ，個人的生活経験との関連が深い因子である「I 生徒との関係・日常

生活における経験」「III 家族に関する経験」を重視するクラスタとそうでないクラスタ，ある

いはどちらともいえないクラスタが存在することが浮かびあがり，どのような経験を活用・参照

するのかということに対する態度がカリキュラム観の形成に影響を及ぼしている可能性があると

いう結果を得ることができた。 
第 3 章では，第 2 章の結果をもとに抽出した 8 名の協力者に対してインタビュー調査と授業観

察調査を実施し，カリキュラム・デザインにおいて個人的生活経験を重視する程度の教師間での

差異を説明するともに，カリキュラム・デザインに個人的生活経験がどのような道筋を経て影響

するのかについて理解することを試みた。主としてカリキュラムに関するインタビューと授業観

察から得られたデータからは，家庭科教師のカリキュラム・デザインと個人的生活経験との関連

が表れる局面として，主に教育目標や教科観の形成，実習題材の選択，そして事例や経験談の挿

話があることを明らかにした。ライフストーリー・インタビューの分析からは，抽出したストー

リーにおける〈評価〉の語りに着目したところ「生まれ育った家庭」「被教育経験」「学生時代

の活動」「出会い／人間関係」「子育て」などの出来事が現在の授業実践へと影響を与えたこと

が語られており，これらの経験を個人的生活経験がカリキュラム・デザインへ影響する経路とい

う視点から《原体験としての個人的生活経験》《問題意識の源泉としての個人的生活経験》《方

略としての個人的生活経験》に分類できることを示した。これらの結果を総合したところ，家庭

科教師のカリキュラム・デザインへの個人的生活経験の活用の多様性を「カリキュラム・デザイ

ンの基底への反映」と「カリキュラム・デザインにおける具体的方略としての活用」のふたつの

軸から説明することができ，「カリキュラム・デザインの基底への反映」の傾向が強い教師は，

問題意識の源泉となる個人的生活経験からカリキュラム観を形成し，それを原動力としてカリキ

ュラムが実行されるというプロセスを経ているという解釈を提示した。 
本研究の限界としては，ライフストーリーの歴史的・社会的文脈の検討が不十分であること，

参与観察を家庭科の授業場面のみに限定し教師の行動の観察に重点を置いたため，教師と生徒の

関係性については十分な観察が及ばなかったこと，協力者の抽出にあたり年齢に「40〜49 歳」

という制約条件を課したが，実際には様々なライフサイクルの過程・段階にある教師が含まれて

いたために特定のライフイベントに着目して事例間を比較することなどは断念せざるを得なかっ

たこと，個人的生活経験をカリキュラム・デザインへと用いることへの考え方がどのように変化

していくのかを経時的な視点で探究するには至らなかったことがある。今後の課題として，家庭

科をめぐるポリティクスと教師個人のライフストーリーとの相互作用を視野に入れた分析をおこ

ない家庭科教師の抱える困難さの理解につなげること，家庭科教師が過去の経験を顧みながら力

量形成することを支援する場を構築するために，子育てなどライフイベントを限定して家庭科の

カリキュラム・デザインへの影響を明らかにする研究へと発展させることが挙げられる。 
 

 


